
　　　2014年の国際比較でも日本は６位という非
常に自殺率の高い状況にあり、国は各自治体の今
後の取り組みが重要であると考え、市町村自殺対
策計画の策定を平成30年度中にすることが望まし
いとしている。
　本市では平成21年から平成23年は自殺者数が50
～60人を超えていましたが、平成26年33人、平成
27年43人、平成28年37人という状況でありま
す。自殺未遂者への支援がどのように行われてい
るのか伺う。
　　　　　自殺未遂者はその後の自殺の危険性が
高いため、救急治療、急性期治療、そして地域ケ
アを通して、再度の自殺を防ぎ、社会復帰に結び
つけていくことが求められる。しかしながら、統
計データ等もなく、自殺未遂者の実情を把握する
ことは難しいことから、具体的な対策を継続的に
行うまでには至っていない。ここで神奈川県の自
殺対策計画が策定されたことから、県の事業も参
考に、改めて自殺未遂者に対してどのような支援
ができるのか検討したいと考えている。

やる気、根気、元気！やる気、根気、元気！

発行人：佐藤たかこ
連絡先：平塚市西八幡
　　　　 　  1-10-5-202
Tel･Fax：0463-21-7600

　平成 30 年度は総務経済常任委員長を務めさせていただくことに
なり、『湘南ひらつか七夕まつり』のイベント部会にも出向します。
「選ばれるまち、住み続けるまち　平塚」の将来を見据えた課題を
しっかり捉え、議論し、市民の声に耳を傾けて活動してまいります。
　また、生活者として、このまちの魅力発見、また発信にも時間と
エネルギーを費やしていきます。

http://scn-net.easymyweb.jp/member/takako_3/
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いつも笑顔で

6月5日から6月28日、平成30年6月市議会定例会が開催されました。質問時間25分の質疑応答の一部を抜粋して

ご報告します。ひらつか議会だより第206号（H30.8.3.発行）と併せてご一読ください。

　　　自殺された家族を持つ自死遺族への取り組
みについて伺う。
　　　　　本市では、自死遺族の方が利用できる
電話相談窓口や面談相談窓口を周知するととも
に、神奈川県と共同で家族や友人など、大切な方
を自殺で亡くされた方同士でわかちあいをしてい
ただく「自死遺族のつどい(わかちあいの会)」を旧
横浜ゴム製造所記念館で2か月に1度開催してお
り、昨年度は21人の方が参加されている。

次ページに続く→

市民のこころと命を守る条例の制定から１０年が経過して
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問

福祉部長

福祉部長

とてもアナログな佐藤たかこが、ブログやホームページを展開しています。

ご意見・ご質問、応援メッセージは、E-mail：takatan.kike@md.scn-net.ne.jp
又はFax： 0463-21-7600  にてお知らせください。

「佐藤たかこ　平塚」で検索し、是非、ご覧ください！ 佐藤たかこ　平塚 検　索

所属会派：清風クラブ
総務経済常任委員会委員長
廃棄物対策審議会

最後に
　第68回湘南ひらつか七夕まつりが開催されている頃、九州・近畿・中部地方を大雨が襲い、堤防の決壊、土砂災害
などにより多くの命が犠牲になりました。また、千葉県沖でのスロースリップ現象が6月から連続して発生しています。
　ご自宅の周囲、いざというときに気を付けたほうがよい場所がありませんか？ 慌てないために、日頃からご自身の
生活環境を点検しましょう。

研修名：小田原市生活保護行政に関する検証会　日時：2018年4月30日（月・祝）

視察報告

※市民病院に搬送される自殺未遂の患者は、平成29年
度の実績で約80名。救急搬送患者受け入れ数8047
件に対して、約１パーセントが自殺未遂の方になり
ます。しかし、平塚市全体としての件数は把握に至
っていません。（他答弁からの注記）

「政務活動費がどのようにして利用されているのか？」、疑問をお持ちの市民もいらっしゃ
るはず。平塚市議会ホームページには、議員別政務活動費収支報告書等が公開されていま
す。ここでは平成30年度政務活動費・研究研修費を利用したうちの一件をご紹介します。

2017年1月17日、「生活保護なめんな」ジャンパー問題が発覚し、翌2月から3月までに生
活保護行政あり方検討会を3回、同年4月30日には生活保護行政のあり方シンポジウムが開催
された。その際に『あり方検討会の報告書』が座長より市長に提出され、下記5点の改善策に
対する取り組み状況が報告されました。

　① 援助の専門性を高める研修や連携による学びの場の質的転換
　② 利用者の視点に立った生活保護業務の見直し
　③ 利用者に寄り添い、ケースワーカーが職務に専念できる体制づくり
　④「自立」の概念を広げ、組織目標として自立支援の取組みを掲げる
　⑤ 市民にひらかれた生活保護を実現する

これまでの
経緯

メ モ 「人を支援する」という発想
が組織的に欠如していた

職員提案によって、内部から「変えていく」
意識を持っていくことが大切である。

統計から考えると小田原市の場合は
母子世帯の生活保護受給が少ない

平成30年度、生活保護利用者の声を聴く
取り組み（アンケート）を実施する予定

ケースワーカーひとり一人の
能力に頼りすぎていた

「困った」をどう受け止めるか
　　

利用者視線の共有

「生産性の低い人間は社会的に認められない」
と考えられてしまいがち
　　　　　　　　↑　
支援を生産性の観点からみるべきではない
　⇒ Capability　存在意義の評価

まちづくり
　　

分かち合いの社会

生活保護行政の一環として「まちづくり」がある
　　

地域の中のプラットホーム※の必要性

生活保護制度が必要な世帯が、声を挙げやすい
環境を継続的に整備するには、行政だけでな
く、市民の理解と協力が欠かせない。

※環境、ネットワークのこと

　人権意識については行政職員だけが求められるものではありません。生活保護利用者が地域で生活
するなかで、制度が必要でない地域住民が『困窮』への理解を深めることが大切と考えます。
　小田原市長も冒頭の挨拶の中で、ケアタウン構想を述べられていました。「困った」ときに「困った＋
助けて」とSOSを発信できる環境づくりを行政と地域が共に作っていくことが小田原市のみならず、ど
の自治体にも求められています。私自身は、さまざまな現場に関わり、SOSを発信できる環境づくりを
進めていきたいと強く思いました。

所 見

当事者だけでなく、「周囲に
心配な人がいる…。」と、気
づいた方が第一声を出しても
良いのです。



　　　昨今の児童虐待や性暴力など、さまざまな
人の命に関わる事件がニュースになるたびに、な
ぜ人間の命がそう簡単に扱われるのかという憤り
を多くの市民が感じておられると思います。SNSが
普及し、性についての情報を得る方法がひと昔前
と比べて大きく変化している中で、公教育で、性
に関する教育のあり方を早急に見直す必要がある
と考える。
　性教育については家庭の役割も期待されるとこ
ろでありますが、現在の保護者世代の義務教育の
中では十分な性についての教育を受けてこなかっ
たと、私自身もその世代の一人として感じていま
す。そういったことを踏まえて、家庭と学校の役
割をお互いに再認識する必要があると考えるが見
解を伺う。
　　　　　　　　　学校で行う性に関する指導は、
学習指導要領に示された内容に基づき、児童・生
徒の発達の段階を踏まえ、学校全体で共通理解を
図ることが大切となる。特に、性については、
個々の児童・生徒間での発達の段階や置かれた状
況の差異が大きいことから、事前に集団指導とし
て行う内容と、個別指導との内容を区別しておく
など、計画性をもって実施することや、指導の効
果を高めるため、養護教諭などの協力を得ながら
指導することが大切となっている。家庭には、学
校での指導内容や授業の感想などについて、学校
だよりや保健だよりでお知らせすることなどによ
り、家庭でも子どもに対する性の指導について考
える機会をもっていただけるよう努めていく。
　　　国連教育科学文化機関ユネスコが各国の研
究成果を踏まえて性教育の指針、国際セクシャリ

ティ教育ガイダンスで性教育のスタートを５歳と
設定している。あくまで日本の教育は学習指導要
領に則ったもので比較は簡単にはできないが、日
本を取り巻く、また、子どもたちをＳＮＳ等で取
り巻く環境は非常に早いスピードで変わってきて
いる。性の教育については工夫できる部分の幅が
いろいろあると思う。県と自治体でも非常に差の
ある対応をされているということなので、そのあ
たりの研究がどの程度されているのか伺う。
　　　　　　　　　県の情報に関しては、県の教
育委員会から、保健体育科からその都度関係の文
書は下りてきて学校に流すことになっている。平
塚市としては、特に養護教諭の研究部会というも
のがあり、そこではグループごとに研究テーマを
定め、あるグループではこの性についての研究を
平成28年、29年と取り組んでいるところもある。
また２年間で発表という形になるので、全小中学
校の養護教諭の先生方に広まっていく。ひいては
学校にこれが伝わっていく仕組みになっている。

お子さんから高齢者まで幅広く使われる施設であ
るため、そういったところを、形になるまでの
「見える化」を是非していくべきではないかと考
えるが見解を伺う。
　　　　　　　まず、ハード面は昭和45年に建て
た建物で、48年を経過してかなり不具合も少し出
ているところである。本市の一つの特徴としては、
中央図書館があって、それから地区の３館がある。
中央が中枢となり、３館が将来、仮に民営化した中
でも、やはり、中央の考えというものを地区に伝え
るという必要性があろうかと思う。議員がおっしゃ
られたとおり、市民の皆さま、利用者の皆さまがあ
ってこその図書館であるから、さまざまな部門で市
民の方の意見を取り入れる。それから、専門の図書
館協議会というものもあるし、これもまた特徴の一
つだが、子ども読書活動推進協議会だとか、さまざ
まなボランティアの方がいるので、学校や関係課と
連携をさらに図って、いろいろな声を取り入れて進
めていきたいと思う。
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　　　自殺対策の取り組みは、個人情報の保護を
含めて、連携というところが非常に難しいと思う
が、その個人情報の保護がこういった方をケアす
る上で、どういったところがネックになっている
のか見解を伺う。
　　　　　自殺対策においては、個人の情報とい
うものが非常に大事にしていかなければいけない
ものであろうと思う。例えば、大切な方を亡くさ
れたということは心に傷も負うし、非常にデリケ

ートな問題であるので、軽軽に個人情報を取り扱
うわけにはいかないだろうと思っている。ただそ
の一方で、やはりそういうものがなければなかな
かケアにつながっていかないのも事実なのかな
と。従って、何らかの形でわかった段階のところ
では、広く披れきするというようなことではな
く、そっと見守りつつも相談機関につなげていた
だければありがたいのかなと思っている。

32

活動報告　第11号　2018年・夏

問

　　　平塚市教育振興基本計画・奏プランの重点
項目３「豊かな心をはぐくむ読書文化の充実」と
して、今年度は１０事業に取り組まれている。生
涯を通じて幅広い市民に知ることの喜びを与え、
心を豊かにする大切な場所であると考える。
　平成29年3月に出された平塚市公共施設再編計画
では、図書館は再編内容２・基幹施設に位置付け
られ、この利用状況及び維持管理に要する経費等
を検証し、機能の充実や利用者の訪れやすさに配
慮したうえで統合・複合化や廃止等を検討する。
また、地域バランスを踏まえて設置場所を再検討
するとし、基幹施設の施設評価は2020年度内に実
施されるとなっている。
　近隣では駅近くのカフェを併設した海老名市や
大和市、また電子書籍の貸し出しサービスをこの
４月から始めた綾瀬市の取り組みがあるので、本
市の図書館運営に関する将来構想について伺う。
　　　　　　　現在、平塚市図書館協議会におい
て、今後の図書館サービスのあり方について検討
しており、市民の役に立ち、誰もがいきいきと学
べ、自慢となるような図書館づくりを目指した
「平塚市図書館のサービス方針」を今年度中に策
定し、子どもから大人まで読書に親しみ、学ぶこ
とができ、居心地がよいと感じてもらえる図書館
を目指していく。
　なお施設については、平塚市公共施設等総合管
理計画に基づき、今後は個別施設毎の具体の対応
方針を定める計画を策定する予定となっている。
　　　2020年度内に基幹施設としての施設評価等
をされて、それからハード面のことが段々描かれ
てくるのかと思うが、行政が建物を建てたり、公
園の整備をされたりする時に、なかなか市民には
そのプロセスが目に見えない。これまでの同僚議
員の質問に対しての答弁では、桜ケ丘公園のよう
に市民も巻き込んだワークショップなどをされて
きたという話があった。図書館というのは小さい

図書館運営について

小・中学校の性教育について

問

問

社会教育部長

社会教育部長

教育指導担当部長

福祉部長

問

問

教育指導担当部長

2018年3月31日（土）、八幡自治会館で開催
し、約40名の方にお集まりいただきました。
私の課題であった「早口」への配慮はまだまだ
不十分のようでした。

活動
報告会

さまざまな性が認識され始めた社会のなかで、それぞれが生
きやすい社会を作るには自分を大切にすること、人との違い
を理解することが求められています。
参考書籍：（左）13歳までに伝えたい   女の子の心と体のこと
やまがたてるえ［著］・かんき出版　
（右）オトコの子の「性」思春期男子へ13のレッスン　村瀬幸
浩［監修］・染谷明日香［著］・みすこそ［マンガ］・合同出版

美術館、博物館、中央図書館の３館コラボ展示「“赤” の科学」。
博物館では、平塚市初のクラウドファンディングにより目標額
を達成し、望遠鏡を購入しました。
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　　　自殺対策の取り組みは、個人情報の保護を
含めて、連携というところが非常に難しいと思う
が、その個人情報の保護がこういった方をケアす
る上で、どういったところがネックになっている
のか見解を伺う。
　　　　　自殺対策においては、個人の情報とい
うものが非常に大事にしていかなければいけない
ものであろうと思う。例えば、大切な方を亡くさ
れたということは心に傷も負うし、非常にデリケ

ートな問題であるので、軽軽に個人情報を取り扱
うわけにはいかないだろうと思っている。ただそ
の一方で、やはりそういうものがなければなかな
かケアにつながっていかないのも事実なのかな
と。従って、何らかの形でわかった段階のところ
では、広く披れきするというようなことではな
く、そっと見守りつつも相談機関につなげていた
だければありがたいのかなと思っている。
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問

　　　平塚市教育振興基本計画・奏プランの重点
項目３「豊かな心をはぐくむ読書文化の充実」と
して、今年度は１０事業に取り組まれている。生
涯を通じて幅広い市民に知ることの喜びを与え、
心を豊かにする大切な場所であると考える。
　平成29年3月に出された平塚市公共施設再編計画
では、図書館は再編内容２・基幹施設に位置付け
られ、この利用状況及び維持管理に要する経費等
を検証し、機能の充実や利用者の訪れやすさに配
慮したうえで統合・複合化や廃止等を検討する。
また、地域バランスを踏まえて設置場所を再検討
するとし、基幹施設の施設評価は2020年度内に実
施されるとなっている。
　近隣では駅近くのカフェを併設した海老名市や
大和市、また電子書籍の貸し出しサービスをこの
４月から始めた綾瀬市の取り組みがあるので、本
市の図書館運営に関する将来構想について伺う。
　　　　　　　現在、平塚市図書館協議会におい
て、今後の図書館サービスのあり方について検討
しており、市民の役に立ち、誰もがいきいきと学
べ、自慢となるような図書館づくりを目指した
「平塚市図書館のサービス方針」を今年度中に策
定し、子どもから大人まで読書に親しみ、学ぶこ
とができ、居心地がよいと感じてもらえる図書館
を目指していく。
　なお施設については、平塚市公共施設等総合管
理計画に基づき、今後は個別施設毎の具体の対応
方針を定める計画を策定する予定となっている。
　　　2020年度内に基幹施設としての施設評価等
をされて、それからハード面のことが段々描かれ
てくるのかと思うが、行政が建物を建てたり、公
園の整備をされたりする時に、なかなか市民には
そのプロセスが目に見えない。これまでの同僚議
員の質問に対しての答弁では、桜ケ丘公園のよう
に市民も巻き込んだワークショップなどをされて
きたという話があった。図書館というのは小さい

図書館運営について

小・中学校の性教育について

問

問

社会教育部長

社会教育部長

教育指導担当部長

福祉部長

問

問

教育指導担当部長

2018年3月31日（土）、八幡自治会館で開催
し、約40名の方にお集まりいただきました。
私の課題であった「早口」への配慮はまだまだ
不十分のようでした。

活動
報告会

さまざまな性が認識され始めた社会のなかで、それぞれが生
きやすい社会を作るには自分を大切にすること、人との違い
を理解することが求められています。
参考書籍：（左）13歳までに伝えたい   女の子の心と体のこと
やまがたてるえ［著］・かんき出版　
（右）オトコの子の「性」思春期男子へ13のレッスン　村瀬幸
浩［監修］・染谷明日香［著］・みすこそ［マンガ］・合同出版

美術館、博物館、中央図書館の３館コラボ展示「“赤” の科学」。
博物館では、平塚市初のクラウドファンディングにより目標額
を達成し、望遠鏡を購入しました。



　　　2014年の国際比較でも日本は６位という非
常に自殺率の高い状況にあり、国は各自治体の今
後の取り組みが重要であると考え、市町村自殺対
策計画の策定を平成30年度中にすることが望まし
いとしている。
　本市では平成21年から平成23年は自殺者数が50
～60人を超えていましたが、平成26年33人、平成
27年43人、平成28年37人という状況でありま
す。自殺未遂者への支援がどのように行われてい
るのか伺う。
　　　　　自殺未遂者はその後の自殺の危険性が
高いため、救急治療、急性期治療、そして地域ケ
アを通して、再度の自殺を防ぎ、社会復帰に結び
つけていくことが求められる。しかしながら、統
計データ等もなく、自殺未遂者の実情を把握する
ことは難しいことから、具体的な対策を継続的に
行うまでには至っていない。ここで神奈川県の自
殺対策計画が策定されたことから、県の事業も参
考に、改めて自殺未遂者に対してどのような支援
ができるのか検討したいと考えている。

やる気、根気、元気！やる気、根気、元気！

発行人：佐藤たかこ
連絡先：平塚市西八幡
　　　　 　  1-10-5-202
Tel･Fax：0463-21-7600

　平成 30 年度は総務経済常任委員長を務めさせていただくことに
なり、『湘南ひらつか七夕まつり』のイベント部会にも出向します。
「選ばれるまち、住み続けるまち　平塚」の将来を見据えた課題を
しっかり捉え、議論し、市民の声に耳を傾けて活動してまいります。
　また、生活者として、このまちの魅力発見、また発信にも時間と
エネルギーを費やしていきます。

http://scn-net.easymyweb.jp/member/takako_3/
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佐藤たかこVol.11
2018 夏

いつも笑顔で

6月5日から6月28日、平成30年6月市議会定例会が開催されました。質問時間25分の質疑応答の一部を抜粋して

ご報告します。ひらつか議会だより第206号（H30.8.3.発行）と併せてご一読ください。

　　　自殺された家族を持つ自死遺族への取り組
みについて伺う。
　　　　　本市では、自死遺族の方が利用できる
電話相談窓口や面談相談窓口を周知するととも
に、神奈川県と共同で家族や友人など、大切な方
を自殺で亡くされた方同士でわかちあいをしてい
ただく「自死遺族のつどい(わかちあいの会)」を旧
横浜ゴム製造所記念館で2か月に1度開催してお
り、昨年度は21人の方が参加されている。

次ページに続く→

市民のこころと命を守る条例の制定から１０年が経過して
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問

問

福祉部長

福祉部長

とてもアナログな佐藤たかこが、ブログやホームページを展開しています。

ご意見・ご質問、応援メッセージは、E-mail：takatan.kike@md.scn-net.ne.jp
又はFax： 0463-21-7600  にてお知らせください。

「佐藤たかこ　平塚」で検索し、是非、ご覧ください！ 佐藤たかこ　平塚 検　索

所属会派：清風クラブ
総務経済常任委員会委員長
廃棄物対策審議会

最後に
　第68回湘南ひらつか七夕まつりが開催されている頃、九州・近畿・中部地方を大雨が襲い、堤防の決壊、土砂災害
などにより多くの命が犠牲になりました。また、千葉県沖でのスロースリップ現象が6月から連続して発生しています。
　ご自宅の周囲、いざというときに気を付けたほうがよい場所がありませんか？ 慌てないために、日頃からご自身の
生活環境を点検しましょう。

研修名：小田原市生活保護行政に関する検証会　日時：2018年4月30日（月・祝）

視察報告

※市民病院に搬送される自殺未遂の患者は、平成29年
度の実績で約80名。救急搬送患者受け入れ数8047
件に対して、約１パーセントが自殺未遂の方になり
ます。しかし、平塚市全体としての件数は把握に至
っていません。（他答弁からの注記）

「政務活動費がどのようにして利用されているのか？」、疑問をお持ちの市民もいらっしゃ
るはず。平塚市議会ホームページには、議員別政務活動費収支報告書等が公開されていま
す。ここでは平成30年度政務活動費・研究研修費を利用したうちの一件をご紹介します。

2017年1月17日、「生活保護なめんな」ジャンパー問題が発覚し、翌2月から3月までに生
活保護行政あり方検討会を3回、同年4月30日には生活保護行政のあり方シンポジウムが開催
された。その際に『あり方検討会の報告書』が座長より市長に提出され、下記5点の改善策に
対する取り組み状況が報告されました。

　① 援助の専門性を高める研修や連携による学びの場の質的転換
　② 利用者の視点に立った生活保護業務の見直し
　③ 利用者に寄り添い、ケースワーカーが職務に専念できる体制づくり
　④「自立」の概念を広げ、組織目標として自立支援の取組みを掲げる
　⑤ 市民にひらかれた生活保護を実現する

これまでの
経緯

メ モ 「人を支援する」という発想
が組織的に欠如していた

職員提案によって、内部から「変えていく」
意識を持っていくことが大切である。

統計から考えると小田原市の場合は
母子世帯の生活保護受給が少ない

平成30年度、生活保護利用者の声を聴く
取り組み（アンケート）を実施する予定

ケースワーカーひとり一人の
能力に頼りすぎていた

「困った」をどう受け止めるか
　　

利用者視線の共有

「生産性の低い人間は社会的に認められない」
と考えられてしまいがち
　　　　　　　　↑　
支援を生産性の観点からみるべきではない
　⇒ Capability　存在意義の評価

まちづくり
　　

分かち合いの社会

生活保護行政の一環として「まちづくり」がある
　　

地域の中のプラットホーム※の必要性

生活保護制度が必要な世帯が、声を挙げやすい
環境を継続的に整備するには、行政だけでな
く、市民の理解と協力が欠かせない。

※環境、ネットワークのこと

　人権意識については行政職員だけが求められるものではありません。生活保護利用者が地域で生活
するなかで、制度が必要でない地域住民が『困窮』への理解を深めることが大切と考えます。
　小田原市長も冒頭の挨拶の中で、ケアタウン構想を述べられていました。「困った」ときに「困った＋
助けて」とSOSを発信できる環境づくりを行政と地域が共に作っていくことが小田原市のみならず、ど
の自治体にも求められています。私自身は、さまざまな現場に関わり、SOSを発信できる環境づくりを
進めていきたいと強く思いました。

所 見

当事者だけでなく、「周囲に
心配な人がいる…。」と、気
づいた方が第一声を出しても
良いのです。


